














阪南港海岸 忠岡・岸和田地区南水門改良工事完成
大阪府港湾局阪南港湾事務所

１．はじめに

　大阪府港湾局が所管している海岸の高潮対策事業は、
昭和４３年度から、伊勢湾台風級の超大型台風が満潮時に
大阪湾にとって最悪のコースになる室戸台風コースで接近し
た場合を想定して、防潮堤や水門などの高潮対策事業を
図ってきた。防潮堤の整備状況は、平成２２年度末で約90％
の進捗率である。
　現在事業を進めている箇所は、主に堺市の出島石津地
区・堺地区岬町の長松地区など約７．６ｋｍ（H22年度末現
在）あります。
　当該南水門につきましては、岸和田市・忠岡町の阪南港
海岸忠岡岸和田地区の延長２００ｍにわたり高潮計画天端
高に対し約８０ｃｍの不足高があり、平成１７年度より事業に
着手し、防潮堤の順次嵩上げ工事を行いほぼ概成しており
ますが、木材コンビナート貯木場の北水門・南水門の両水門
の高潮対策事業については、南水門を平成１９年度より改
良工事に着手し、本年８月に完成の運びとなりました。

２．経緯

　現況の南水門（木材コンビナート）の計画・建設が昭和３８
～４１年度に行われ、建設後４０年以上経過し、老朽化対策
と併せて現況の防潮堤高さが不足しているため、臨港道路
南側に新たな水門を建設し、高潮対策事業を行うものです。

３．事業概要

新南水門の事業概要は、次のとおりです。

・総事業費 約１０億円
・水門形式 鋼製桁構造ローラゲート
・設 置 数 ２門（純径間×有効高 W9.0m*H6.7m）
・水密方式 前面４方ゴム水密
・敷　　高 ＯＰ－２．１５ｍ
・設計震度 レベル１ 0.14　レベル２ 0.16
・開 閉 機 電動直線型ピンラック（連動型２本吊）
・揚  　程 常時　６．７ｍ
・工事概要
　測量試験費 31百万円 H19年度
　基礎・本体工事 663百万円 H20-23年度
　機械・電気工事 247百万円 H22-24年度
　建築工事  35百万円 H23年度
　付帯工事  22百万円 H23-24年度

４．おわりに

　この８月に忠岡・岸和田地区の南水門が完成し、関係の
方々には工事期間中はいろいろご不便をおかけしましたが、
ご協力有難うございました。

■南水門改良概要

項　　目

水門幅

水門の水深

水門有効高さ

水門天端高さ
（防潮高さ）

既設水門

９ｍ＋５ｍ＋９ｍ

戸当たり部 LWL DL-２.５ｍ

OP+４.５０ｍ

OP+５.００ｍ 現況 OP+４.６８ｍ

改良水門

９ｍ＋９ｍ

LWL DL-２.５ｍ

OP+４.５０ｍ

OP+５.５０ｍ



■補助事業の仕組み
補助対象事業者
補 助 対 象 期 間
交 付 の 決 定
補 助 事 業 者
補助申請受付期間

国際コンテナ貨物拡大助成事業補助金申請随時受付中

国際コンテナ貨物拡大助成事業

堺泉北港港湾振興連絡協議会

　堺泉北港港湾振興連絡協議会では、国際コンテナ貨物拡大助成事業補助金の申請を受付けております。
　この事業は、昨年度から継続して実施している補助制度で、堺泉北港内航フィーダーコンテナ航路、もしくはコンテナ航路を新規で利
用する国際コンテナ貨物の荷主に対して補助するものです。
　補助事業の概要は下記のとおりです。

堺泉北港→（輸出）上海・青島コンテナ航路の運航スケジュールや料金の詳細は…
山九株式会社泉北支店 業務グループ 船舶代理店係
ＴＥＬ.０７２５－２２－９０３９  ＷＥＢ：http://www.sankyu.co.jp/index.html

堺泉北港⇔神戸港内航コンテナフィーダー航路の運航スケジュールや料金の詳細は…
オー・オー・シー・エル（ジャパン）株式会社 西日本支店 セールス＆マーケッティング部
 ＴＥＬ.０６－６２６６－０３８１ ＷＥＢ：http://www.oocl.com/japan/jpn/

補助金、申請手続き等の詳細は…
堺泉北港港湾振興連絡協議会事務局（大阪府港湾局経営振興課経営振興グループ内） まで
ＴＥＬ.０７２５－２１－７２０３ ＷＥＢ：http://www.osakaprefports.jp/

■補助金＝ １本／3,000円 但し、補助の合計が100万円を超えるときは100万円を上限とする

■補助金の対象となる事業
①海上モーダルシフト（陸上輸送から海上輸送への転換）

②陸上輸送距離短縮（利用港を国内他港から堺泉北港に変更）

国内他港 外国

阪神港堺泉北港 外国

転換

国内他港 外国
輸送距離短縮

堺泉北港 上海・青島航路を利用

内航フィーダ航路

補助対象区間3,000円／コンテナ

補助対象区間3,000円／コンテナ

　国際海上輸送(輸出)に供するコンテナ貨物の
陸上輸送において、堺泉北港に寄港する外航コン
テナ航路を利用することによって陸上輸送距離を
短縮しようとする事業

　コンテナ貨物の国際海上輸送にあたって、
堺泉北港に寄港する内航フィーダー航路を
利用する海上輸送事業

コンテナ

＝ 
＝
＝ 
＝
＝

法人たる荷主企業（他者から依頼を受けてコンテナ貨物を輸送することを業とする者は除く）
毎年4月1日以降で、事業開始日から翌年2月28日まで
協議会が申請内容を審査（予算の範囲内で事業計画書のコンテナ個数の多いものから順に決定）
毎月、［船荷証券］など堺泉北港での揚げ積みを確認できる書類を添付、翌月10日までに報告
平成25年1月31日まで




















